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稲麦分けつの独自生長に関する研究

理.水稽離けつ株の分けつ体系

丹 下 とう

刀t E長

Studies on the Independent Growth of Tillers of Rice， 

明Theatand Barley Plants 

唖. TiUering system of the detached rice plan肱

Munetoshi T ANGE 

水稲のiij'S1 次分けつの第 1~4 葉j自に;ミjj~けつした場合

において， tt12葉期までに処理した区では，主幹につい

たままで生長した同位分けっとは異った生長を行なうこ

とiこついて辻援に報告したl}.

本城でほ，それらの株を成熟後抜攻り，分:アつ体系と

各辞む葉数を謁査し，標準区と;雛けつ区を比較し，さち

に:設けつ区についてな，分けつ位およびl~jtけつ現によっ

て分げつ体系がどのようになるか，まずこ各梓の止葉葉位

がどう変動するか，また有効茎，無効茎はどうであるか

につし 1て検討を加える.

材料および方法

水記長M:20， 6， 22， 37 号の 4 品種を供試し，第 1~

3号分けつの第 1""'4葉の 1¥1¥葉期に離けっして生長させ

た.出 3守分けつiま;豆によって生長した自体数が異った

ので，ここには，第 1， 2号分けつについて述べること

にする.

分けつの分解，U品査法片山の分けつ記号によった九 各

秤の止葉菜室と有効，無効茎を語査したが，出議したも

の辻有効窒とした.分けつ葉数は主辞葉数lこ換算して比

較を行なうこととした.

結果および考察

分[jつ出現の範囲: 水稲叢林20号辻N20で示し，告

の 3品珪はよく似た結果で、あったからとりまとめて 3V

として表わすことにする.

分げつn¥引心範囲は第 1表の通りである.標準区にお

いては，N200)第 1次分けづは第 1"-'7号分げつが発生

し，員三 2次分けつは第 5号分けつまでのP---5分けつが

U'I.lJよい分けつ位が 1位上拝すると，分けつ発生の上根

が 1節低下する傾向を示した. 3Vでは第し 2次分け

っと毛N20におけるよりも発生の上限が 1罰金下であっ

た.第 3次分けつの発生は極めて少なかったので省略す

るとととした.

;誰げつ区において辻1P，2P分けつはすべて休眠した。

第し 2葉期離けつ区では第 1， 2号分けっとも第し

2箆邑から品るべき分けつで掠鼠したものが多く，第 3

葉期iこ離けつした区でこは11，21が極少数なが告発生した

恒誌もあった.第 4葉j語;誰げつ区では11または21から発

生した来た.分けつの発生する上援は早く説けつした区

:まど高い額完があった.

標準区と離けつ丞を比較するために，標竿区の主秤と

í~1tけつ区の* 1， 2号分けつをそれちから発生する分け

つの親とみて同等む泣i置におくことにする.すなわち，

標準区の主存と!説けつ区の第 1次分けつ，椋Wl区の第 1

;大分けっと;誰けつ区の第 2次分けつを対応させて比較す

ると訪ミのようである.

N20の1/1期唾けつ区は下位の分けつが掠眠し，分け

つの発生上最は標準区より記くなった. しかし， 2/1鶏

以後と第 2号分けつの11Jftけつ[Rでは標準区よち下位が分

けつ充生の上限となった.

暁生の 3Vでは， Z存し 2号分けっとも第1， 2葉鶏

iこ員長けつした区はN20と同様に下往分けつが休眠し，分

けつの発生上限は標準区より 2""""'3部上位となった.第

3， 4葉期:維けつ区i訂正位分げつり掠眠もなく，発生。

上限も標準豆と同じか，また辻 1笛上症であった.

N20は.，芸誌性が高く，おそく離けつした区でほ定植後

気温が高いために栄養生長が制限され，十分に分けつを

発生しiーすないで幼穂が形成され，出穂、期iこ到ったものと

思オつれる.
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11fJ 1表分けつの発生範囲

区 Eリ ロnロ 種 |第1次分けつ| 第 2 次分けつ

捺 準 区
N20 1-7 1P-15 2P-24 3P-33 4P-42 5P 
3V 1-6 1P-14 2P-23 31，32 41 

離 けつ区 ロロロ 種 l第 2次分けつ! 第 3 次分けつ

1/工 N20 13-18 13P-133141p ，142151p ，152 
3V 12-19 12P-122 13P-133 14P-143 15P-153 

2/1 N20 13-16 13P，131 14P， 144 15P-152 16P 
3V 13-18 13P-133 14P-143 15P-152 

3/1 N20 12-15 121 13P-13214P.141 
3V 11-17 12P-123 13P-133 14P-142 15P-152 

4/1 N20 11-14 111 -113 12P-123 13P-132 
3V 11-17 11P-1l2 12P-122 13P-132 14P-142 

1/2 N20 23-25 23P-232 24P-242 
3V 22-28 22P-222 23P-233 24P-243 25P，251 

2/2 N20 2233--225 8 23 P -232 24 P -242 
3V 23P-233 24P-242 25P-252 26P，261 

3/2 N20 21-23 21P-21222P-22223P-，22332 1 
3V 21-27 21 P -213 22 P -223 23 P -232 24 P -242 25 P -252 26P 

4/2 N20 21-23 21P-212 22P-222 23P-232 
3V 21-27 21 P-212 22 P-222 23 P， 231 24 P. 241 25 P， 251 26P 

一方，暁生の品種は栄養生長期間が長く，おそく離け

っしでも十分に分けつを発生することが認められた.麦

類ではN20と 3VO)中間的な分けつむ発生状態が認めち

れたの.

分けつ数・穂数・有効茎歩合: この結果辻第 2表に

示した.標準区と離けつ区をくらべると茎数，穂数とも

標準区が多く.N20では標準IZの茎数13.6本に対し，離

けつ区は5.0""'-'9.7本でii5り，穏数は標準区では12.2本で

喜jH}つIZほ4.7""'-'9.4本であった 3Vで辻標準豆の茎

数辻12.9本で離けつ区は 8.2'"'-'11.7本であり，穣数誌標

準区は10.5本，離けつIZは6.3~9.1本であった. N20と

3Vを比較すると， 3Vの方が標準区と離けつ区む差は

小さかったが，この理由は既に述べた通りである.

難けつ現と茎数穂数む関係iま第し 4葉鶏離けつ区の

もCが多い筒向があり，この額出は 3VよりN20で明瞭

であった.

有効茎歩合は諜準区に比し離けつ区辻高いものと低い

ものがあり，離けつ区の関でも一定の傾向辻認められな

かっTこ.

分けつの出現範盟および茎数穂数は以上の通りでa5っ

たが，さちに，これらを構成している分けつり中で第 2

次分けつ足ついで示したのが第1図である.数値は10株

当りの各分けつの本数を示す.

こむ図によれば，先に述べたように早く離けつしたも

のほど下位分けつが休摂するもりが多しその補告とし

て分けつの発生上限が高くなる煩向が明らかに認められ

る，また， N20誌発生した分けつが無効茎となることが

非常に少なし 3Vで{まどの離けつ揺においても高位の
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離けつ豆|品種

1/1 

2/1 

3/1 

4/1 

標準区

1i1 

N20 
3V 

N20 
3V 

N20 
3V 

N20 
3V 

N20 
3V 

2/1 

第 2表茎数・穣数・有効茎歩合

茎数

9.6 
10.9 

7.1 
10.2 

5.0 
9.9 

9.7 
11. 7 

13.6 
12.9 

10 

本

穂数

本
8.4 
9.1 

5.4 
8.2 

4.7 
7.6 

9.4 
8.2 

12.2 
10.5 

有歩効茎合

88 
83 

76 
80 

94 
77 

97 
70 

90 
81 

96 

離けつ区 茎数

8.5 本
1/2 10.6 

2/2 
6.4 
10.7 

3/2 
7.0 
10.2 

4/2 
8.3 
8.2 

1/1 2/1 3/1 4/1 1/2 2/2 3/2 4/2 雄けつ鶏

畏林20号

lfJ 

3/1 4/1 1/2 2/2 3/2 

3 V 

第 1図分けつ 樟成 自:有効茎黒:無効茎

13 

第 8巻第 1号

語数 有歩効茎合

8.4 本 99 94 
7.9 74 

5.7 89 
8.2 77 

6.6 94 
8.2 80 

7.9 95 
6.3 77 

ふ IJ フ/;~

4/2 出itrけつ窺
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第 3表 水揺;設けつ抹

標準区
験 N 20 3 V 

N203V I/1 2/1 3/1 4/1 1/1 2/1 3/1 4/1 

O 8.5 14.0 I 1 I 11. 9 10.4 8.9 8.7 17.8 17.1 17.0 16.3 

1 9.1 .14.4 10.5 15.0 14.2 

2 9.0 14.2 10.0 10.6 16.3 15.4 15.2 

事 8.6 14.2 I 13 I 11.8 11.0 10.9 11.0 17.0 16.5 16.3 16.0 

4 9.0 13.3 I 14 I 12.9 12.3 11.9 12.0 17.6 17.0 16.9 16.6 

5 12.7 12.3 17.2 五.fJ.7 16.7 15.9 

e 10.5 14.0 16 I 13.7 13.2 17.4 16.8 17.1 16.2 

7 11.0 11 I 14.2 17.9 17.2 17.3 16.4 

1p 9.5 12.8 I 18 I 15.0 17.7 18.0 

11 9.9 14.0 14.0 15.0 

12 9.8 14.4 13.0 15.0 15.0 

13 11.0 14.2 112 12.5 14.0 16.0 

14 11.0 15.0 113 13.0 

2P 9.5 14.0 12P 16.0 12.0 16.0 15.5 14.6 

21 10.1 14.2 121 13.0 12.8 16.3 16.0 15.6 

22 11.0 14.3 122 13.3 16.7 15.7 

23 11.0 15.2 13P 13.0 13.0 12.7 13.0 16.6 16.3 16.3 16.0 

24 12.0 131 13.8 13.5 13.5 13.4 17.5 16.8 16.5 16.2 

3P 10.0 132 14.4 14.0 18.2 17.1 17.0 

31 10.6 14.4 14P 13.7 13.7 17.6 16.7 

32 12.0 15.0 141 15.0 14.4 14.0 17.8 

33 12.0 142 15.3 15.0 18.3 

4P 11.0 15P 15.0 17.8 

41 11. 0 15.0 151 15.7 18.4 

43 12.0 152 16.0 20.5 

分けつほど無効茎の都合が多くなる額向がみられた. 離けつ豆内でむ止葉葉泣iこついてみると， N20ではj誰

離けつ株を構成する分けつの止葉葉位: 分けつの葉 けつ鶏む早いもの迂ど高く，また，分けつ次位の高いも

数はすべて主拝葉数に換算して示すと第 3表の通りであ のほど高い鎮向が認められた. 3VはN20とやや異った

った. 結果を示した.すえよわち，第し 2号分けっとも，各離

N20の標準区においては主拝の止葉葉泣よりも分けつ けつ期iこ応じて親株とほiま同葉f立でて止葉となった.従っ

のそれの方がやや高く，分けつ拝合間でiま分けつ次位の て，離けつ患の早いものiまど止葉葉位は高かったが，そ

高いもθiまど高い鎮向があった. 3Vでiま分けつ手早の中 れから発生した第 2， 3次分けつ辻義分けっとほぼ毘葉

にわずかに高いものがあったが，いずれも浮ぼ等しく， 生で止葉となった. しかし，先にも述べたように第 3，

局{中葉の法即に合った生長をしたことが認めちれた. 第 4葉期iこ離けつした株む下位分けつは親分けつよりも

離けつ豆と標準豆とをくちべると，どの品種について 止葉葉位が低く，標準区む主稗に近い値を示した.

も離けつ亙の方が止葉葉位は高かった. しかし， 3VO 離けつ抹を構成する分けつの止葉葉{立については，親

3/1揺と4/工期離けつ区の11，12とこれらから発生した11 分けっとそれらむ子孫分けっとの関採に二つの型があち，

P， 112. 12P など辻標準I~~OC::近い葉数を示した. その一つ詰N20iこみ長ねたように親分けつの止葉葉位よ

14 
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の i主主葉 1立

二三?i N 20 
1/2 2/2 3/2 4/2 

2 9.9 9.3 8.2 9.0 

21 10.7 10.6 

22 11.8 11.1 

23 12.6 12.2 11.1 12.5 

24 13.0 12.7 

25 13.2 13.0 

26 

27 

28 

21P 11.0 12.0 

211 13.0 12.9 

212 13.5 13.2 

22P 12.7 12.8 

221 13.5 13.4 

222 14.1 14.0 

23P 14.0 13.9 13.5 14.0 

231 15.2 14.3 14.0 14.0 

232 15.0 15.5 16.0 

24P 15.0 14.5 

241 15.2 15.0 

242 16.0 

25P 

251 

252 

26P 

り子孫分けつの方が高くなる主，そのこは 3Vにみられ

るように親株と子孫分けつが毘仲葉の理論に合った葉位

を示すもむである.この原田はN20は早生品在でみられ

る栄養生長と生殖生長が許行して進む特性をもっており

心心， これが11lIi:けつ処理によって一層顕著に発現し，離

げつ患が早ければ親分けつ自体が独自生長をすることに

よって，その子孫分けつり止葉葉位が克{こ上昇する結果

となったものである. 3Vでは早く設けつすると第 1次

分けつが主存の影響をうけないで独自生長を行なうこと

辻N20と毘様であったが，これらの品種辻忠光性心高い

特性をもっており，おそく誰けっしても生育むおくれを

十分に回復できる時間的な余格があち日立けつ株から発

ごとする沼 2， 3次分けつも薬分けつに対して間停葉心理

15 

::r~ 8 を:::r~ 1号

3 1ア

1/2 2/2 3/2 4/2 

18.1 18.1 17.0 16.8 

15.0 15.5 

17.0 16.1 15.9 

17.4 17.8 16.3 16.3 

17.8 18.0 17.3 16.8 

17.7 18.3 17.1 17.1 

17.9 18.6 17.1 17.1 

18.0 18.9 17.0 18.0 

18.0 19.0 

15.3 14.5 

15.7 16.0 

16.0 16.0 

16.0 16.0 16.3 

17.0 16.7 16.5 

17.0 16. 7 16.0 

17.5 17.6 16.3 17.2 

17.9 18.2 17.4 18.0 

17.7 18.2 17.5 

17.9 17.4 17.7 18.0 

18.3 18.9 17.5 17.8 

18.7 19.0 18.2 

19.0 17.8 

19.0 19.1 18.0 18.5 

19.0 

20.0 18.8 

論に合った葉位で止葉となったと考えられる.

設けつをおそくした場f?には，それらから発生する出

2， 3次分けつは最下位かち発生し長会めるが， 二れらは

設けつ処理によって初恋生育が著しく郭;lrJされて~j~flの

葉数をもつに至らなかったが，その品程本去のコすな

わち，標準亙主秤の止菜葉{立に近い葉症となった. しか

し，この窓会にも山f立の分けつは娃加の芯脅かないので

親分けつにi互い止葉葉位を示したと考えられる.

摘 要

本研究は水稲農抹 20，6， 22， 37号を供試し，その日

1， 2 号分けつの第 1~4 葉の !H菜Jþj(こ Ill!íけっして:I:E

させた株どついて，分けつ休系とよi二葉~'1泣を明ちかにす
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るために行なったものである.

結果の概要は次の通りであった.

1. 議けつ株の分けつ{本型には 2つの型が島り，その

1 つ辻 ~E 1， 2葉期{こ離けつしたもので，下位分けつが

休眠し，その補償として分けつの発生上摂が高くなると

いう移植株の型であり，その 2は第 4葉期;こiミ!f.けつした

もむで，最下f立分けつから発生し，その代りに分けつ上

限が抵くなる百播株の型であった.第 3葉期離けつ匿な

両者の中間の佳を示した.

2. 離けつ株の分けつ出現の範囲は標準区に近か勺た

が，茎数穣致の絶対値ほ標準区より少なし有効茎歩合

ほ現して高かった.茎数種、数は生育日数と密接な関採が

あるのでこの観点からむ再検;;'1が必要である.

3. 離けつ株の止葉葉f立には 2つの型があり，その 1

つ誌発生した分けつは親分けっと法関係なし独自の高

い葉数をもつものであり，他の 1つは親分けっと同体葉

の理論に合った関係を示すものである.前者は早生品種，

後者は院生品詔がそれに属すると考え;れる.

(作物学講座昭和42.8.31受理〉
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Summary 

Norin no. 20， 6， 22， and 37 were used in this experiment. The first and second order tiller were detached 

at the leafing dates of first to fourth leaves. The til1ering systems of the detached plants and the positions 

of flag leaves were ohserved. 

The results were as follows 

1. There were two types of tillering systems in the detached tillers. One in which detachment was done 

at the time of 1st and 2nd leaf development stage， showed dormancy of the lower noded til1er and the til1ering 

node rose up to a higher position limit. This type is known as transplanting type. The other type known 

as the direct sowing type， began development from the tiller at the lowest node and the upper position of 

the node limit hecame lower. 1n the latter type， the detachment was done at the 4th leaf development 

stage. The tillering system in the detached tiller which was detached at the 3rd leaf development stage 

showed intermediate results. 

2. The degree of tillering in the detached tiller was nearly similar as that of the control， hut the number 

of culms and heads in the treated plots was less than those of the control， and the ratio of effective ti1ler 

was higher than that of the control. The number of tiller and heads were c10sely related with the duration 

of life cycle. Therefore， it is necessary to carry on investigation on the basis of this idea. 

3. There are two types of the positions of flag leaves of detached plants. One in which the tillers of 

detached plants grew up to the higher positions of flag leaves than the parent culms and other in which 

the tillers of detached plants had been grown in accordance with the relation synchronous development of 

leaves. 1t is conc1uded that the former type belong to early varieties， and latter type belong to late varieties. 

(Laboratory of Crop Science， Recieved Aug. 31， 1967.) 
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